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叫 - 去 qiTe土紳 士仏 土''






































Hi- VoF /dxT(1一芸(o^2-<0^2,)cos(2kFX･Ocl)6(I-Ri) (24)
7 - eXp(-;<0-2,)
･02, ≡ pli-A .Ldxu.βdT<0^2 , 37








































vF1慧<laOclf2, - 儒 訂 (30)
となるOここで ILはオーダ- 1の定数で､正確には告 であるo
H｡に関しても同じように考えれば､ゆっくり変化する古典的位相Oclに起因する弾性項Ho+H｡
のエネルギーは以下のように表せる｡






H - /dx'uo'申 u^C'x'･71潮 '
71｡(I)- (Cd2(I)+A(∂0(I))2)
/dxlU(I-x')ao(^x)∂o(;,)
? ? ? ? ? ? ???? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
(35)
C - 打VF A- 慧 7- eXp(-;<0^2,)
と書ける.ここで量子演算子丘と0^を含まない項は意味のない定数項なので省略してある｡この
Hamiltonianを用いて平均 <∂2>をとると､経路積分の方法を用いて
･82(I), - 妄/加 /DO'0^2exp(i/dt/dx(nb^-u))
となる｡ここでZは分配関数であるOこれより自己無撞着方程式

















一次元系において､Coulomb相互作用嘩 )～ か まFourier変換を持たないoこれは､積分

















q 'vu" q2+qo2U.lni→ U.ln (42)
と変更することで､有限到達距離の相互作用を得ることができる.ここで､q｡は格子間隔程度の
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図 4:Umklapp散乱による局在の効果.(a)E-5,W-1でUmklapp項が含まれないときO(b)
f-5,W-1でUmklapp項を繰り込んだとき (V*-0.5vF,K *-0.7)0 (C)E-0,W-1で
Coulomb斥力がないとき｡
5 結論
本論文では､長距離coulomb斥力により電子の局在長は一桁以上伸び､局在性が弱められるこ
とが示された｡これは､局在を強める不純物散乱やUmklapp散乱が格子間隔程度の揺らぎを持っ
たポテンシャルを与えるのに対して､Coulomb斥力の長距離性がこれらの効果を抑制した結果と
考えられる｡この機構によって､メゾスコピックリング上の永久電流振幅に関し､自由電子モデ
ルから導かれた理論値よりも大きな値が測定された実験結果が説明される｡
今後の課題として､後方散乱の効果を含むスピン座標の考慮､電子密度を陽に含んだ計算の必
要性等が挙げられる｡
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